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１．当第３四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

（当第３四半期の世界経済及び日本経済） 

世界経済は、米国においては雇用・所得の改善を背景に景気の着実な回復が継続し、欧州においても引

き続き景気が底堅く推移したことに加え、中国においても、一部の景気指標の伸長に鈍化がみられたもの

の、インフラ投資等に支えられ景気が安定的に推移し、新興国においても緩やかな景気回復が継続したこ

とから、全体として回復基調が継続しました。 

日本経済は、個人消費の持ち直しの動きに加え、設備投資の増加や企業の生産活動に改善がみられるな

ど、緩やかな回復が継続しました。 

 

（当第３四半期のセグメント別の業績概況） 

こうしたなか、当社グループは、各セグメントにおいて、各社がそれぞれの事業環境変化に対応しなが

ら、収益改善に努めてまいりました。各セグメント別の業績の概況は以下のとおりです。 

               （単位：億円） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜製鉄＞ 

国内鉄鋼需要については、自動車向けや産業機械向けを中心に堅調に推移しました。 

海外鉄鋼需要については、中国をはじめとして総じて底堅く推移しました。国際鉄鋼市況については、

上期期首において在庫調整に起因した一時的な軟化の動きがみられたものの、第２四半期以降、中国での

過剰生産能力削減の進展もあり、引き締まった需給環境を背景に上昇しました。 

製鉄セグメントとして、売上高は３兆 6,998億円、経常利益は 1,897億円となりました。 

  

 売上高 経常利益 

 当第３四半期 前第３四半期 当第３四半期 前第３四半期 

製鉄 36,998 29,257 1,897 819 

エンジニアリング 2,052 1,868 48 46 

化学 1,516 1,252 129 40 

新素材         277 260 15 13 

システムソリューション           1,682 1,589 147 158 

合計 42,528 34,227 2,239 1,077 

調整額 △883 △907 15 7 

四半期連結損益計算書計上額 41,645 33,320 2,254 1,085 
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＜エンジニアリング＞ 

新日鉄住金エンジニアリング㈱については、原油価格の低迷や海外鉄鋼メーカーの投資手控え等、依然

として厳しい事業環境が継続しておりますが、国内建築分野等における順調な工事進捗や着実なプロジェ

クト実行管理等もあり、全体としては売上高・損益ともに増加しました。エンジニアリングセグメントと

して、売上高は 2,052 億円、経常利益は 48億円となりました。 

  

 ＜化学＞ 

新日鉄住金化学㈱については、機能材料事業において、回路基板材料やディスプレイ材料がスマートフ

ォン等の電子機器向けに販売を伸ばしたことに加え、化学品事業においても、主力製品であるスチレンモ

ノマーの需給逼迫が継続したことにより、それぞれ着実に収益を確保しました。また、コールケミカル事

業においても、黒鉛電極向けニードルコークスの販売環境が大幅に好転しました。化学セグメントとして、

売上高は 1,516億円、経常利益は 129 億円となりました。 

 

 ＜新素材＞ 

新日鉄住金マテリアルズ㈱については、半導体・電子産業部材において、表面処理銅ワイヤの販売が引

き続き好調に推移し、サスペンション材等の金属箔の販売も増加しました。また、環境・エネルギー分野

においても、新興国での需要を捕捉したメタル担体の販売が拡大しました。全体としては、市場競争激化

の影響を受けたものの、販売の拡大により売上高・損益ともに増加しました。新素材セグメントとして、

売上高は 277億円、経常利益は 15億円となりました。 

 

 ＜システムソリューション＞ 

新日鉄住金ソリューションズ㈱については、幅広い業種の顧客に対し、システムの企画、構築、運用・

保守を一貫して提供するとともに、顧客の事業環境変化に対応した先進的なソリューション・サービスを

展開しております。当期は、「AI研究開発センター」を設置するなど、顧客企業が業務の高度化に AI・

機械学習を効果的に活用するためのソリューション展開を推進しております。システムソリューションセ

グメントとして、売上高は 1,682 億円、経常利益は 147億円となりました。 

   

（当第３四半期の売上・損益） 

当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高は４兆 1,645 億円、営業利益は 1,380 億円、経常利益は

2,254億円及び親会社株主に帰属する四半期純利益は 1,560億円となりました。  
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（２）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

（連結業績予想） 

世界経済は、米国においては景気の着実な回復が継続し、欧州においても引き続き景気が底堅く推移し

ていることに加え、中国においても景気が安定的に推移し、新興国においても緩やかな景気回復が継続し

ていることから、一部の国・地域における政治情勢等に起因する不透明感は残るものの、全体として回復

基調が継続するものと想定されます。 

日本経済は、個人消費・設備投資ともに底堅く推移し、引き続き緩やかな回復が見込まれます。 

国内鉄鋼需要については、自動車向けや建設・土木向け等で堅調に推移するものと見込まれます。また、

海外鉄鋼需要については、引き続き底堅く、安定的に推移するものと見込まれます。国際鉄鋼市況につい

ては、中国における引き締まった需給環境等を背景に、高位安定的に推移するものと見込まれます。 

こうしたなか、平成 29年度通期の連結経常利益については、10月の台風影響、一部の設備関連工事の

期間延長等による生産出荷減に加え、足下の主原料価格の高騰並びにスクラップ・合金等の副原料価格、

資材費、物流費等の上昇による悪化要因があるものの、海外事業を含めたグループ会社の更なる業績改善

等により、3,000 億円となる見通しです。 

 

（利益配分に関する基本方針及び当期末の剰余金配当） 

当社は、業績に応じた利益の配分を基本として、企業価値向上に向けた投資等に必要な資金所要、先行

きの業績見通し、連結及び単独の財務体質等を勘案しつつ、第２四半期末及び期末の剰余金の配当を実施

する方針と致しております。「業績に応じた利益の配分」の指標としては、連結配当性向年間 20～30％を

目安と致します。なお、第２四半期末の剰余金の配当は、中間期業績及び年度業績見通しを踏まえて判断

することとしております。 

当期末の剰余金の配当については、第２四半期決算発表時（平成 29年 10月 27日）では未定としており

ましたが、上記方針に従い、当期の業績見通し等を踏まえ、１株につき 30円とさせていただく予定です

（年間配当金としては１株につき 60 円、連結配当性向 30％程度）。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 88,111 126,680

受取手形及び売掛金 624,089 591,410

たな卸資産 1,215,649 1,395,905

その他 318,766 291,817

貸倒引当金 △2,179 △2,026

流動資産合計 2,244,436 2,403,788

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 753,697 759,008

機械装置及び運搬具（純額） 1,114,851 1,128,964

その他（純額） 972,288 987,419

有形固定資産合計 2,840,838 2,875,392

無形固定資産 91,287 84,537

投資その他の資産

投資有価証券 816,389 948,749

関係会社株式 1,041,397 1,067,160

退職給付に係る資産 92,948 112,579

その他 138,194 138,688

貸倒引当金 △3,569 △3,122

投資その他の資産合計 2,085,361 2,264,054

固定資産合計 5,017,487 5,223,984

資産合計 7,261,923 7,627,772

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 728,300 766,955

短期借入金 316,115 282,966

コマーシャル・ペーパー 20,000 129,000

1年内償還予定の社債 140,000 105,000

未払法人税等 31,909 27,043

引当金 2,297 2,189

その他 716,511 719,682

流動負債合計 1,955,134 2,032,836

固定負債

社債 255,690 220,695

長期借入金 1,360,025 1,399,155

引当金 4,799 4,781

退職給付に係る負債 188,016 170,699

その他 207,241 273,651

固定負債合計 2,015,774 2,068,983

負債合計 3,970,908 4,101,820
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 419,524 419,524

資本剰余金 386,873 386,864

利益剰余金 1,949,960 2,037,763

自己株式 △132,063 △132,145

株主資本合計 2,624,294 2,712,007

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 269,282 363,745

繰延ヘッジ損益 △2,370 △2,644

土地再評価差額金 3,002 3,002

為替換算調整勘定 △9,339 △1,162

退職給付に係る調整累計額 63,363 89,340

その他の包括利益累計額合計 323,938 452,280

非支配株主持分 342,782 361,664

純資産合計 3,291,015 3,525,952

負債純資産合計 7,261,923 7,627,772
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

【四半期連結損益計算書】

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

売上高 3,332,004 4,164,556

売上原価 2,936,021 3,641,588

売上総利益 395,982 522,968

販売費及び一般管理費 333,823 384,936

営業利益 62,159 138,031

営業外収益

受取利息 4,386 3,891

受取配当金 12,246 15,574

持分法による投資利益 56,193 93,896

その他 28,217 29,442

営業外収益合計 101,044 142,804

営業外費用

支払利息 13,724 15,486

その他 40,961 39,865

営業外費用合計 54,685 55,352

経常利益 108,517 225,484

特別利益

投資有価証券売却益 - 24,572

特別利益合計 - 24,572

特別損失

設備休止関連損失 10,184 5,969

事業再編損 6,407 6,200

特別損失合計 16,591 12,169

税金等調整前四半期純利益 91,925 237,887

法人税等 22,160 62,501

四半期純利益 69,765 175,385

非支配株主に帰属する四半期純利益 10,356 19,329

親会社株主に帰属する四半期純利益 59,408 156,056
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【四半期連結包括利益計算書】

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

四半期純利益 69,765 175,385

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 64,958 96,021

繰延ヘッジ損益 12,256 △1,111

為替換算調整勘定 △91,786 9,290

退職給付に係る調整額 21,423 24,869

持分法適用会社に対する持分相当額 △10,335 5,805

その他の包括利益合計 △3,483 134,876

四半期包括利益 66,282 310,262

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 66,279 284,116

非支配株主に係る四半期包括利益 2 26,146
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項なし。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項なし。 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） 

税金費用については、当第３四半期連結累計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当期純利益に対 

する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率を 

乗じて計算している。 

 

（会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示） 

該当事項なし。 
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2018年2月1日
新日鐵住金㈱

2017年度第３四半期決算について

＜損益実績（連結）＞ （単位：億円）

'16.3/四累計
上期 3/四 →

'17.3/四累計

41,645 27,450 14,194 33,320 + 8,325

2,254 1,576 678 1,085 + 1,169

[5.4%] [5.7%] [4.8%] [3.3%] ［+2.2%］

124 ▲ 29 153 ▲ 165 + 289

1,560 991 569 594 + 966

＜ 176.8＞ ＜ 112.3＞ ＜ 64.5＞ ＜ 67.1＞ ＜+ 109.7＞

[6.8%] [6.6%] ［7.3%］ [2.9%] ［+3.9%］

21,528 18,760 + 2,768

D/Eレシオ 0.68 0.67 +0.01

＜セグメント情報＞ （単位：億円）

'16.3/四累計
上期 3/四 →

'17.3/四累計

41,645 27,450 14,194 33,320 + 8,325
製 鉄 36,998 24,380 12,618 29,257 + 7,741
ｴ ﾝ ｼ ﾞ ﾆ ｱ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ 2,052 1,341 711 1,868 + 184
化 学 1,516 983 532 1,252 + 264
新 素 材 277 179 98 260 + 17
ｼ ｽ ﾃ ﾑ ｿ ﾘ ｭ ｰ ｼ ｮ ﾝ 1,682 1,165 517 1,589 + 93
調 整 額 ▲ 883 ▲ 598 ▲ 284 ▲ 907 + 24

2,254 1,576 678 1,085 + 1,169
製 鉄 1,897 1,287 609 819 + 1,078
ｴ ﾝ ｼ ﾞ ﾆ ｱ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ 48 19 29 46 + 2
化 学 129 93 35 40 + 89
新 素 材 15 11 4 13 + 2
ｼ ｽ ﾃ ﾑ ｿ ﾘ ｭ ｰ ｼ ｮ ﾝ 147 107 40 158 - 11
調 整 額 15 56 ▲ 40 7 + 8

売 上 高

経 常 利 益

2017
3/四累計

2016
3/四累計

2017
3/四累計

2016
3/四累計

売 上 高

経 常 利 益

［　Ｒ　Ｏ　Ｓ　］

特 別 損 益

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益

<１株当たり当期純利益>

［　Ｒ　Ｏ　Ｅ 　］

有 利 子 負 債

1 

* 年率換算 

※1 

 

※2 

* 

（次ページにつづく） 

＜諸元＞

（１）当社

'16.3/四累計
上期 3/四 →

'17.3/四累計

3,481 2,312 1,168 3,422 + 59

3,017 2,009 1,008 3,234 - 218

2,812 1,872 939 2,997 - 186

84.3 83.5 86.0 69.0 + 15.3

112 111 113 107 5円安
＊1　日鉄住金鋼鉄和歌山を含む

（２）全国

粗鋼生産量(万t) 7,843 5,204 2,639 7,894 - 51

鋼材消費(万t) 
*2 4,716 3,104 1,612 4,586 + 130

( う ち 製 造 業 ) （ 3,001) （ 1,980) （ 1,020) （ 2,916) （+ 85)

< 製 造 業 比 率 > < 63.6%> < 63.8%> < 63.3%> < 63.6%> <+ 0.0%>

普通鋼鋼材消費(万t) 3,736 2,458 1,278 3,645 + 91

建 設 1,649 1,080 569 1,612 + 37

製 造 業 2,087 1,378 709 2,033 + 54

特殊鋼鋼材消費(万t) 980 646 334 942 + 39

566 570 566 548 + 19

薄板三品在庫(万t) 405 415 405 381 + 23
＊2　当社推定値  　＊3　12月末（速報）

2017
3/四累計

2016
3/四累計

連 結 粗 鋼 生 産 量 ( 万 t)

単独粗鋼生産量(万t)
*1

鋼 材 出 荷 量 ( 万 t)
*1

国内ﾒｰｶｰ問屋在庫(万t)

鋼 材 価 格 ( 千 円 /t)
*1

為替(円/＄)

*3

*3※2　特別損益内訳 （単位：億円）

2017 2016 '16.3/四累計

3/四累計 3/四累計 →'17.3/四累計

特別損益 合計 124 ▲ 165 + 289
投資有価証券売却益 245 - + 245
設備休止関連損失 ▲ 59 ▲ 101 + 42
事業再編損 ▲ 62 ▲ 64 + 2

※1　連結経常利益差異の内訳

連結経常利益　差異 ＋1,170

１．製鉄事業 ＋1,080

① 生産出荷 －560

② 販売価格・構成 ＋3,340

③ 原料価格（ｷｬﾘｰｵｰﾊﾞｰ含む） －3,460

④ コスト改善 ＋300

⑤ 在庫評価差 ＋1,200

⑥ グループ会社 ＋660

⑦ 為替影響（ｽﾄｯｸ、ﾌﾛｰ） ＋60

⑧ 大分厚板火災影響 －100

⑨ その他 －360

２．鉄以外セグメント ＋80

３．調整額 ＋10

'16.3/四累計
→'17.3/四累計

（単位：億円）
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2017年度業績見通しについて

＜損益見通し（連結）＞ （単位：億円）

2017上期 2016年度

2017年度 → 2016年度 → 2017年度見

見通し 上期 下見 3/四 4/四見 2017下見 2017年度見 （10/27公表）

57,000 27,450 29,550 14,194 15,356 + 2,100 46,328 + 10,672 56,000

3,000 1,576 1,424 678 746 - 152 1,745 + 1,255 3,000

[5.3%] [5.7%] [4.8%] [4.8%] [4.9%] ［-0.9%］ [3.8%] ［+1.5%］ [5.4%]

1,800 991 809 569 240 - 182 1,309 + 491 1,700

＜204.0＞ ＜112.3＞ ＜91.7＞ ＜64.5＞ ＜27.2＞ ＜-20.7＞ ＜148.0＞ ＜+56.0＞ ＜193.0＞

＜諸元＞

（１）当社

 4,720程度 2,312  2,410程度 1,168  1,240程度 + 98程度 4,517 + 203程度  4,790程度

 4,100程度 2,009  2,090程度 1,008  1,080程度 + 81程度 4,262 - 162程度  4,160程度

 3,830程度 1,872  1,960程度 939  1,020程度 + 88程度 3,978 - 148程度  3,900程度

 85程度 83.5  86程度 86.0  86程度 + 2程度 72.6 + 12程度  84程度

 112程度 111  113程度 113  113程度  2程度円安 109  3程度円安  110程度
＊1　日鉄住金鋼鉄和歌山を含む

（２）全国

粗鋼生産量(万t) 
*2  10,483程度 5,204  5,279程度 2,639  2,640程度 + 75程度 10,517 - 34程度

鋼材消費(万t) 
*3 6,277 3,104 3,173 1,612 1,561 + 68 6,167 + 110 6,250

( う ち 製 造 業 ) （ 3,992) （ 1,980) （ 2,012) （ 1,020) （ 992) （+ 32) （ 3,929) （+ 63) （ 3,907)

< 製 造 業 比 率 > < 63.6%> < 63.8%> < 63.4%> < 63.3%> < 63.5%> <- 0.4%> < 63.7%> <- 0.1%> < 62.5%>

普通鋼鋼材消費(万t) 4,982 2,458 2,524 1,278 1,246 + 65 4,900 + 82 4,961

建 設 2,195 1,080 1,115 569 547 + 35 2,157 + 39 2,231

製 造 業 2,786 1,378 1,408 709 699 + 30 2,743 + 43 2,729

特殊鋼鋼材消費(万t) 1,295 646 649 334 315 + 3 1,267 + 28 1,290
＊2　経済産業省見通し  　＊3 当社推定値

＜セグメント情報＞ （単位：億円）

57,000 27,450 29,550 14,194 15,356 + 2,100 46,328 + 10,672 56,000

50,600 24,380 26,220 12,618 13,602 + 1,840 40,522 + 10,078 50,000

2,900 1,341 1,559 711 848 + 218 2,675 + 225 2,800

2,000 983 1,017 532 485 + 34 1,742 + 258 1,850

380 179 201 98 103 + 22 345 + 35 380

2,420 1,165 1,255 517 738 + 90 2,325 + 95 2,420

▲ 1,300 ▲ 598 ▲ 702 ▲ 284 ▲ 418 - 104 ▲ 1,281 - 19 ▲ 1,450

3,000 1,576 1,424 678 746 - 152 1,745 + 1,255 3,000

2,550 1,287 1,263 609 654 - 24 1,380 + 1,170 2,600

60 19 41 29 12 + 22 68 - 8 35

140 93 47 35 12 - 46 45 + 95 110

20 11 9 4 5 - 2 17 + 3 20

230 107 123 40 83 + 16 221 + 9 230

- 56 ▲ 56 ▲ 40 ▲ 16 - 112 12 - 12 5調 整 額

製 鉄

ｴ ﾝ ｼ ﾞ ﾆ ｱ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ

化 学

新 素 材

ｼ ｽ ﾃ ﾑ ｿ ﾘ ｭ ｰ ｼ ｮ ﾝ

売 上 高

経 常 利 益

［　Ｒ　Ｏ　Ｓ　］

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益

<１株当たり当期純利益>

連結粗鋼生産量 ( 万 t)

単独粗鋼生産量(万t)
*1

経 常 利 益

鋼 材 出 荷 量 ( 万 t)
*1

鋼 材 価 格 ( 千 円 /t)
*1

為替(円/＄)

売 上 高

製 鉄

ｴ ﾝ ｼ ﾞ ﾆ ｱ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ

化 学

新 素 材

ｼ ｽ ﾃ ﾑ ｿ ﾘ ｭ ｰ ｼ ｮ ﾝ

調 整 額

2 

（注）上記予想には本資料の発表日現在の将来に関する前提・見通し・計画に

基づく予測が含まれております。実際の業績は、今後様々な要因によって大きく

異なる結果となる可能性があります。 

※ 

 

【剰余金の配当（期末）について】 
 

 当期末の剰余金の配当については、第２四半期決算発

表時（2017年10月27日）では未定としておりましたが、既公

表の配当方針に従い、当期の業績見通し等を踏まえ、１株

につき30円とさせていただく予定です（年間配当金としては

１株につき60円、連結配当性向30％程度）。 

※ 

※　連結経常利益差異の内訳

対前回

連結経常利益　差異 －150  ～ ＋1,260

１．製鉄事業 －30 －50 ＋1,170

① 生産出荷 ＋130 －200 －570

② 販売価格・構成、原料価格 ＋400 －150 ＋230

③ コスト改善 ＋380  ～ ＋500

④ 在庫評価差 －660 ＋150 ＋930

⑤ グループ会社 －240 ＋150 ＋580

⑥ 大分厚板火災影響 ＋100  ～  ～ 

⑦ その他 －140  ～ －500

２．鉄以外セグメント －10 ＋50 ＋100

３．調整額 －110  ～ －10

2017上期
→2017下見

（単位：億円）

2016年度

→2017年度見
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     2018年 2月 1日 

新日鐵住金株式会社 

コード番号 5401  上場取引所 東京、名古屋、札幌、福岡 

問合せ先   責任者役職名 広報センター所長 

       氏    名 大西 史哲            TEL (03)6867-2130 
 

＜2018年３月期 第３四半期決算 補足情報＞  

 

 

〔全国〕 

１．粗鋼生産量 

単位：万トン

第１四半期 第２四半期 上期 第３四半期 第４四半期 下期 年度
2016年度 2,621 2,633 5,254 2,639 2,623 5,262 10,517
2017年度 2,609 2,594 5,204 2,639（※）2,640程度 5,279程度 10,483程度

（※）経済産業省見通し

 

２．在庫推移  

 国内ﾒｰｶｰ問屋在庫 （在庫率） 薄板三品：熱延＋冷延＋表面処理 ときわ会 H形鋼 

  万ﾄﾝ ％  万ﾄﾝ  万ﾄﾝ 

2016. 1末  588 (162.8)  427  18.5  

2016. 2末  572 (156.5)  417  19.2  

2016. 3末  550 (135.5)  411  20.3  

2016. 4末  557 (164.2)  408  19.6  

2016. 5末  570  (160.8)  418  19.8  

2016. 6末  556   (146.6)  403  19.7  

2016. 7末  539 (141.8)  391  19.1  

2016. 8末  567  (164.7)  405  18.7  

2016. 9末  561  (149.4)  397  18.0  

2016.10末  561 (140.4)  396  17.7  

2016.11末  543  (135.3)  383  17.3  

2016.12末  548  (146.8)  381  17.7  

2017. 1末  560  (148.6)  389  18.6  

2017. 2末  564  (151.9)  388  20.0  

2017. 3末  567  (153.4)  388  20.0   537 (125.4)  380  20.1  

2017. 4末  567  (153.4)  388  20.0   554 (151.7)  388  19.7  

2017. 5末  567  (153.4)  388  20.0   578   (156.1)  408  19.7  

2017. 6末  567  (153.4)  388  20.0   556 (140.1)  401  19.3  

2017. 7末  567  (153.4)  388  20.0   542 (142.2)  395  18.9  

2017．8末  566 (158.3)  414  17.9  

2017. 9末  567  (153.4)  388  20.0   570 (145.5)  415  18.2  

2017.10末  567  (153.4)  388  20.0   583 (150.1)  411  17.6  

2017.11末  567  (153.4)  388  20.0   566 (139.2)  400  17.3  

2017.12末＊  566 (148.7)  405  17.5  

＊2017.12末は速報値 
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〔当社〕 

３．出銑量（当社＋北海製鉄＋日鉄住金鋼鉄和歌山） 

単位：万トン

第１四半期 第２四半期 上期 第３四半期 第４四半期 下期 年度
2016年度 1,049 1,076 2,126 1,066 1,024 2,089 4,215
2017年度 992 1,013 2,005 1,008 1,080程度 2,090程度 4,090程度

 

 

４．粗鋼生産量 

【連結ベース】 当社＋国内連結子会社 

単位：万トン

第１四半期 第２四半期 上期 第３四半期 第４四半期 下期 年度
2016年度 1,116 1,153 2,270 1,152 1,095 2,247 4,517
2017年度 1,144 1,169 2,312 1,168 1,240程度 2,410程度 4,720程度

                                                      
 （※１）2016年度は日新製鋼を含まない。2017年度より日新製鋼を含む。 

 

【参考：単独ベース】 当社＋日鉄住金鋼鉄和歌山 

単位：万トン

第１四半期 第２四半期 上期 第３四半期 第４四半期 下期 年度
2016年度 1,058 1,093 2,151 1,084 1,028 2,111 4,262
2017年度 990 1,019 2,009 1,008 1,080程度 2,090程度 4,100程度   

 

５．鋼材出荷量（当社＋日鉄住金鋼鉄和歌山） 

単位：万トン

第１四半期 第２四半期 上期 第３四半期 第４四半期 下期 年度
2016年度 960 1,009 1,968 1,029 981 2,009 3,978
2017年度 934 939 1,872 939 1,020程度 1,960程度 3,830程度  

  

６．鋼材平均価格（当社＋日鉄住金鋼鉄和歌山） 

単位：千円/トン

第１四半期 第２四半期 上期 第３四半期 第４四半期 下期 年度
2016年度 68.1 67.9 68.0 70.9 83.6 77.1 72.6
2017年度 84.0 83.0 83.5 86.0 86程度 86程度 85程度  

 

７．鋼材輸出比率（金額ベース）（当社＋日鉄住金鋼鉄和歌山） 

単位：％

第１四半期 第２四半期 上期 第３四半期 第４四半期 下期 年度
2016年度 43 43 43 42 41 42 42
2017年度 42 41 42 41 42程度 41程度 41程度
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８．為替レート 

単位：円/$

第１四半期 第２四半期 上期 第３四半期 第４四半期 下期 年度
2016年度 111 103 107 106 114 110 109
2017年度 111 111 111 113 113程度 113程度 112程度

 

 

９．設備投資額（工事ベース）及び減価償却費 

【連結ベース】 
 

単位：億円
設備投資額 減価償却費

2016年度

2017年度 4,500程度 3,500程度

3,510 3,047

 

以  上    




